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研究成果の概要（和文）：東南アジアでは、制度政策はケアについては、家族とコミュニティに大きく依存する中で、
ケアは実際には公民協私の4領域が交差する様態で担われている。また、ケアを必要とする者の独居を良しとしない規
範が強い一方で、実態として独居を選択しながら、居住空間を超えてケアが実践される形でネットワークは維持されて
いる。ケアは社会関係の実践に埋め込まれたものとして、当該社会における社会関係・相互性の規範と不可分である。

研究成果の概要（英文）：In Southeast Asia, administrative policy regarding care (especially for the aged) 
is dependent primarily on family and community. The top-down policies are in fact practiced not within 
one of four divisions (state, market, civic and family), but across them. Regarding residential pattern 
supporting care, there is a tendency towards less co-habitation with those in need of care, yet, care is 
practiced across household bounds at the same time that separate residence is preferred. As practice 
embedded in social relationships, care is embedded in cultural values and social norms.

研究分野： 地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
１）先進産業社会中心のケア議論と東南アジア 
日本を含む先進産業社会では、家族が再生産の

場として乳幼児や老人などのケアを担ってきた。
少子高齢化とともにそのニーズは高まる一方で、
離婚率の増加や育児破綻など、肝心の家族は崩壊
の危機が喧伝されて久しく、もはやケアを担いき
れなくなっている。欧米のフェミニスト論者は、
生産労働を中心とした社会編成の中でケア労働
が家族という私的領域で不可視化され周縁化さ
れてきたと指摘し、ケアの価値と実践を公的領域
へ広げることを提唱した（Held,V. 2006 The 
Ethics of Care: Personal, Political, and 
Global. Oxford University Press.、Tronto,J. 
1993 Moral Boundaries: A Political Argument 
for an Ethic of Care. Routledge）。ケアの価値
は狭義の再生産領域に閉じ込められるのではな
く、広く政治・経済を含む社会諸領域を包含すべ
きであるという主張である。日本でも、[私]（家
族）領域がケアの行きづまりをみせる一方、[官]
（国家/地方行政）に依存することはできず、[民]
（市場）のみでは十分に機能できない中で、[協]
（市民）領域の重要性が論じられている（上野千
鶴子 2011『ケアの社会学』太田出版、cf. 広井
良典 2010.『コミュニティを問いなおす』2009
ちくま新書）。いずれの議論もケアの場を私的・
再生産領域から広げることを企図している。 
こうした先進国のケアの議論では、社会保障制

度が遅れている東南アジアは参照すべき対象と
されてこなかった。申請者は、東南アジアから、
学ぶことがあるのではないか問うことから始め
た（2012『人間圏の再構築：熱帯社会の潜在
力』速水他編 序章）。本研究では、そもそも
公的制度は遅れる一方で、私的領域の囲い込みが
必ずしも同様にはみられない東南アジア社会に
おいて、「公私」あるいは「官民私協」領域の諸
前提を取り払い、ケアがいかに社会に担われ実践
されているかを問う。 
 
（２）ケアからみた東南アジアの社会編成 
東南アジアでは、社会編成の基盤に関係性（つ

ながり）の原理があり、二者間関係の累積的広が
りのネットワークが社会組織の特徴とされてき
た。中でも家族圏と称された家族を核とする関係
の広がりは、私的・公的両領域の境界の曖昧さを
端的に示すものであった（立本成文 2000『家族
圏と地域研究』京大出版会）。そうした社会でケ
アを担うのは、やはり近親者であるが、[私]領域
は小さな閉じた単位としての「家族」にとどまる
のか。そこで、市場や地方自治体とも融通しあう
在地社会の基盤にあるつながりはもはや有効で
はないのか。そうした圏的広がりや、社会資本の

豊かさは、制度の脆弱を補っているのか。そこで、
申請者は、これまでの東南アジアの家族に関する
研究（2012 The Family in Flux in Southeast 
Asia: Institution, Ideology and Practice 
速水他編）を足掛かりに、新たなニーズに応じ
るケア実践の実態から、従来言われてきた東南ア
ジアにおける社会編成の特質とその新たな動態
について考察する。 
 
（３）東南アジア地域における新たなケア・ニー
ズに対応する制度と実践 
ASEAN４と呼ばれる国々を筆頭に、経済成長と産

業化、国内外の経済格差拡大が著しい中、少子高
齢化が進行し、都市化や移民流出入による激しい
人口変動を経験している。グローバル・ケア・チ
ェーンの末端にあってケア・ワーカー送出国とな
っている国々でも、自国内のケア・ニーズは二の
次になっている。家族圏が縮小する一方で、ケア
の制度や政策は未だ不十分で、女性の三重役割へ
と皺寄せが生じている。新たに生じている自国内
のニーズに対し、家族圏や農村共同体など従来の
親密圏と接合しながら、農村女性の互助組織、障
害者や HIV 陽性者の自助グループ（田辺繁治 
2008『ケアのコミュニティ―北タイのエイズ自助
グループが切り開くもの』岩波書店）、宗教など
による社会活動、移動労働者ネットワーク等、多
様なつながりに基づくコミュニティやネットワ
ークの形で新たなケアの場を形成している局面
もみられる。社会保障制度の欠如や、市場が提供
するサービスへのアクセス困難に対して、関係性
の広がりの中でニーズに対処する実践がみられ
る。それらは行政に訴える声になり、社会編成の
変容をもたらす。本課題のメンバーの多くがこの
ような局面に近年ふれてきている。産業化の歩調
も過程も先進諸国とは異なる東南アジア社会で
は、ケア・ニーズの増大は、どのような応答を生
み出しているのかを探求する。 
 
２．研究の目的 
本研究では広義のケアの価値を念頭に置きつ

つ、あくまで実践を重視し、以下の「ケア」の定
義からスタートする。「依存的な存在たる人の身
体的かつ情緒的ニーズを一定の規範的・経済的・
社会的枠組のもとで満たすことに関わる行為と
関係」。 
東南アジアの社会保障制度は、人口構造の変動

の著しい中で注目されはじめた（大泉啓一郎 
2007『老いてゆくアジア―繁栄の構図が変わると
き』中公新書）。しかし、制度の遅れや経済的基
盤の困難が強調される一方、増大するケア・ニー
ズに対応する様々な現場の実践についてはいま
だ不明である。また、制度政策面も、実践面も、
域内諸国の歩みは大きく異なり、それぞれの段階
において考察しつつ比較する必要がある。したが



って本研究では、 
① 各国の制度政策の現状を把握し比較する。 
② メンバー各自が、家族・親族、地域の文脈で

研究対象の場を設定し、いかなるケア・ニー
ズに対しケア実践の場や関係がどのように
形成され変容しているかを明らかにする。 

③ 上からの制度の実態化と、下からのケアの実
践の間にどのような対応や齟齬があり、どの
ような新たな運動などがみられるのか、動態
を明らかにする。 

④ 各国の状況を比較し、ケアの社会基盤から東
南アジア社会の動態について考察する。 

従来から社会編成における「関係性」の重要性
が言われてきた東南アジアにおいてケアを考察
することで、ケアの理解に新しい視点をもたらし、
同時に東南アジアの社会編成の特質についての
動態的な理解を提示することを目指す。 
 
３．研究の方法 
東南アジアにおけるケア実践とその社会

基盤を明らかにするために、制度と実践の両
面からケアを検討する。対象国は、タイ、フ
ィリピン、インドネシア、シンガポール、ラ
オス、ベトナム、カンボジア。調査地におい
てケアとは何を指し、どのようなケア・ニー
ズをどのような場で、誰が担うのかを問いな
がら、文献調査と現地調査を進めてきた。メ
ンバーは、各国で現地に関する知識も調査経
験も豊富で、高齢者、出稼ぎ家族、育児、障
害者など多様なケア・ニーズを支える社会の
諸局面にすでに研究実績のある、経済学・社
会学・政治学・歴史学・文化人類学研究者の
学際的な編成により実施した。その研究関心
は法制度、経済政策、医療と生命倫理、ジェ
ンダーと親族、と多岐にわたるが、それによ
り制度と実践の広がりを、家族やより広い社
会の多局面から捉えることができた。メンバ
ーは、それぞれ、調査内容として下記に注目
してきた。 
A. 社会保障等ケアをめぐる制度政策の研究 
B. 具体的ケア・ニーズをめぐる実践、ケア

する・される人々と社会の関わりの研究 
C. 未だケアの制度的輪郭が見えにくい中で

現地の社会基盤の現状や変遷からケアの
社会的基盤を明らかにする研究 

そして各自の調査地で、まず、官公庁や現
地図書館、団体、ジャーナリズムなどから基
礎的資料を収集し、ケアをめぐる制度の把
握・検証に勤め、)事例とする特定のケア実践
の場を定め、予備調査に基づいて論点を絞り
込んだ。その上で毎年調査を遂行した。 
また、全体活動としては、国内研究会を年

2 回ずつ実施し、調査進展状況を報告、情報
共有と論点の相互検討を行った。特に 2 年度

目は、水俣において視察を兼ねた合宿を行い、
中間報告による議論により、相互の論点を確
認し共有することができた。最終年度の後半
は、終了後に予定している成果出版のための
発表会を実施した。 
 
４．研究成果 
① 制度政策  
社会保障制度は、高齢化の進行が最も著し

いシンガポールと、それに次ぐタイでみても、
制度政策上はあからさまに家族とコミュニ
ティに依存している。シンガポールでは、一
方で、施設居住や、家族の住居と近接したデ
イケアの工夫なども報告された。一方タイで
は、社会保障の整備は、歩み始めたばかりで
既に財政的な困難が予想されており、そうし
た中で、「コミュニティ」への期待が大きい。
行政は、既存の全国農村のコミュニティ保健
ボランティアを応用し、高齢者対策としての
ボランティアを任命する制度を立ち上げた。
本共同研究でも、この制度が実際にどのよう
に機能しているか、また、地方行政がどのよ
うにコミュニティに関与しているかといっ
た調査研究もなされた。これらの研究からは、
公領域とされる行政の事業を、現場では実質
的に民・協・私の領域が相互に乗り入れるよ
うに担っており、HIV 感染者や高齢者をめぐ
り、ケア・ダイアモンドや四領域で言われる
ような分割を当てはめると現状が見えにく
くなるという点が私的された。ケアを巡って、
フォーマル・インフォーマル、多層的なつな
がりが、動員されるのである。 

 
② 住まい方をめぐる規範：独りでいるこ

と・施設に住まうこと 
期せずして、メンバーの多くが、ケアを必

要とする人々の住まい方、中でも独りで住ま
うことをめぐる本人と周囲との選択やせめ
ぎあい、あるいは施設に住まう選択などを追
究した。タイ、ラオス、インドネシア、フィ
リピン、ベトナムいずれにおいても、一人で
住まうことに対して、これを良しとしない規
範があることが指摘される。しかしその一方
で、同居（たとえば親子の）を当然視しない
方向性も見られ、別居しながら近接居住して
ケアをするというパターン、あるいは、施設
に入るにしても親類縁者の近くを選択する、
など、住まいは分かちながらつながりを保つ
工夫がなされるという形が増加しているこ
とが指摘された。ネットワークのように広が
る東南アジアの関係性は、ケアの基盤として
残っているが、多くの場合それはあえて同居
を伴わないケースが増えているのである。世
代関係や個人のスペースに関わる実践が変



化している。 
 

③ 新たなコミュニティ 
旧来の農村コミュニティ自体は人口の移

動・流動により変貌しつつある中で、上から
の「コミュニティ」言説とは異なる形で、新
たにケアの基盤ともなりうる下からのコミ
ュニティの形成も見られる。たとえば、旧来
の仏教寺院をベースにしたもの、新たな中間
層を中心とする宗教共同体、更に、国際的に
広がる市民活動によるケアのネットワーク
の事例もとりあげられた。ケアを巡る上から
のつながりが、下からの多層的なつながりの
呼応を生んでいる（①）一方で、こうした下
からのコミュニティも生まれている。 

 
④ ケアと文化・社会的基盤 
東南アジアにおいて、他者をケアすること

は、施しや積徳などの、現地の文脈で理解さ
れ、パトロン―クライアントとして特徴づけ
られてきた社会関係において実践される。ケ
アが人間の相互性に基づくものである限り、
特定社会における社会関係の結び方やその
変容に大きく規定される。 
 
ただし一言で東南アジアといっても、社会

保障制度の展開も、人口の動態、特に高齢化
や移動の状況も、また社会・文化的背景も各
国で大きく異なるなかで、国を横断する比較
は、単に「進度の相違」と断じられるもので
はない。そうした中で、本共同研究では、タ
イを対象とする研究が多く参加しており、東
南アジアでも比較的社会保障制度の整備が
進み、少子高齢化の進行も早いタイについて、
多様な地域、階層、ケアの場を対象として、
タイ一国をタテ割に、一定の厚みを持って把
握することができ、ケアの社会基盤が多層的
に展開していることの位置事例として確認
することができた。 
共同のパネル発表としては、2015 年 5 月 30
日、日本文化人類学会第 49 回大会 大阪国
際交流会館日本文化人類学会で、「東南アジ
アにおける高齢者の「新たな暮らし」とケア
の価値と規範の変容」と題して本共同研究メ
ンバーによるパネル発表を実施した。また、
2015 年 12 月 13 日には、SEASIA コンソーシ
アム第一回国際会議（京都国際会議場）にて、
“Social Foundations of Care in Rural 
Southeast Asia.”としてパネルを組んだ。
両学会ともに関心が高く、出席者からは盛ん
に質問や議論がなされた。いずれのパネルも
多くは東南アジア農村部を舞台に言わばケ
アが「できてしまっている」状態（前者パネ
ルコメンテーター青木恵理子龍谷大学教授
の言葉）をみており、後者パネルでは、バー
バラ・アンダヤ ハワイ大学教授より、東南

アジアでも、より厳しい状況にある高齢者が
増加している現状についてコメントがあっ
た。本共同研究全体としては、都市や施設、
仏教寺院などを調査地とするメンバーもお
り、最終成果では、今少し多様な場面からケ
アを検討する所存である。これらのパネル発
表を含みつつ、本研究終了後、2017 年刊行を
目指し、成果出版の準備を進めている。 
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